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(57)【要約】
【課題】ソレノイドを駆動源として前後方向へ開閉動作
する一枚の扉部材を備えた可変入賞装置において、ソレ
ノイドの通電によってプランジャが引っ込んだ時に扉部
材が開放するように構成した場合に、構成を複雑化する
ことなく扉部材をバウンドさせずに全開位置で静止させ
る。
【解決手段】下部軸支部を軸穴によって軸支されること
によって自重によって開放動作する扉部材と、通電時に
は扉部材を閉止位置に保持する一方で、非通電時には開
放させるソレノイドと、ソレノイドのプランジャの出没
によって回動することにより扉部材を開閉動作させるレ
バーと、を備え、軸穴は、扉部材の下部軸支部を回動自
在に軸支すると共に、閉止位置にあった該扉部材が開放
方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴内を後方、又
は／及び、前方へ移動することを許容する構成を備えて
いる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部軸支部を軸穴によって回動自在に軸支されることによって自重によって開放動作す
る扉部材と、非通電時には前記扉部材を閉止位置に保持する一方で、通電時には該扉部材
を開放させる駆動源と、該駆動源によって出没する出没部材の出没動作によって回動する
ことにより扉部材を開閉動作させる駆動伝達部材と、を備え、
　前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支すると共に、閉止位置にあった
該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴内を横方向へ移動することを許
容する構成を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　　遊技盤面に設けられる可変入賞装置を備えた遊技機であって、
　前記可変入賞装置は、前記遊技盤面を流下する遊技球を受け入れる入賞口を前面に有す
ると共に、扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支する第１のユニットと、該第１のユニッ
トに隣接されて前記扉部材を駆動する駆動機構を搭載した第２のユニットと、を備え、
　前記扉部材は、閉止時に前記入賞口への遊技球の入球を阻止する扉本体と、該扉本体下
部に設けた前記下部軸支部と、該扉本体の下部から突出した被作用片と、を備え、且つ該
下部軸支部を中心として自重により開放方向へ付勢されており、
　前記第２のユニットは、前記駆動機構を支持した状態で前記遊技盤に配置される第２の
ベース部材を備え、
　前記駆動機構は、前記第２のベース部材により支持された駆動源本体、該駆動源本体に
より出没自在に支持された出没部材、及び該出没部材を突出方向へ付勢する弾性部材を備
えた駆動源と、該第２のベース部材によって揺動自在に軸支され、上部に前記出没部材と
係合する被係合部を、下部に前記扉部材の被作用片と係合するレバーを備えた駆動伝達部
材と、を備え、
　前記駆動源の非作動時には前記出没部材が突出して前記被係合部を突出方向へ押圧する
ことによって前記レバーが前記被作用片を退避方向に回動させて前記扉部材を閉止方向へ
回動させ、前記駆動源の作動時には前記出没部材が退避して前記被係合部を退避方向へ移
動させることによって前記レバーが前記被作用片を回動させて前記扉部材を開放方向へ回
動させ、
　前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支すると共に、閉止位置にあった
該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴内を横方向へ移動することを許
容する構成を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　遊技盤面に組み付けられる可変入賞装置を備えた遊技機であって、
　前記可変入賞装置は、前記遊技盤面を流下する遊技球を受け入れる入賞口を前面に有す
る前部ユニットと、該前部ユニットの後部に配置されて前記扉部材を駆動する駆動機構を
搭載した後部ユニットと、前記後部ユニット、又は／及び、前記前部ユニットに設けられ
て扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支する軸穴と、を備え、
　前記扉部材は、閉止時に前記入賞口への遊技球の入球を阻止する扉本体と、該扉本体下
部に設けた前記下部軸支部と、該扉本体の下部から後方へ突出した被作用片と、を備え、
且つ該下部軸支部を中心として自重により開放方向へ付勢されており、
　前記後部ユニットは、前記駆動機構を支持した状態で前記遊技盤に配置される後部ベー
ス部材を備え、
　前記駆動機構は、前記後部ベース部材により支持されたソレノイド本体、該ソレノイド
本体により前方へ向けて出没自在に支持されて前後動するプランジャ、及び該プランジャ
を前方へ付勢する弾性部材を備えたソレノイドと、該後部ベース部材によって前後方向へ
揺動自在に軸支され、上部に前記プランジャと係合する被係合部を、下部に前記扉部材の
被作用片と係合するレバーを備えた駆動伝達部材と、を備え、
　前記ソレノイドの非励磁時には前記プランジャが前方へ突出して前記被係合部を前方へ
押圧することによって前記レバーが前記被作用片を後方に回動させて前記扉部材を閉止方
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向へ回動させ、前記ソレノイドの励磁時には前記プランジャが後方へ退避して前記被係合
部を後方へ引くことによって前記レバーが前記被作用片を前方に回動させて前記扉部材を
開放方向へ回動させ、
　前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支すると共に、閉止位置にあった
該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴内を後方、又は／及び、前方へ
移動することを許容する構成を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　前記後部ベース部材、或いは前記ソレノイド本体には、前記プランジャの後方への退避
限界位置を規定するストッパを備えており、
　前記ストッパは、前記プランジャが後方へ退避することによって後方へ回動する前記駆
動伝達部材の上部適所と接触するように構成されていることを特徴とする請求項３に記載
の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は遊技機に関し、特に特定の条件を満たしたときに動作する可変入賞装置を備え
たパチンコ遊技機の改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　可変入賞装置（電チュー）と称される可動盤面部品を装備したパチンコ遊技機が従来か
ら知られている。電チューは、ソレノイドを駆動源として回動される一対の羽根（開閉片
）から成り、所定の始動入賞口に遊技球が入賞したときにソレノイドを作動させて一対の
羽根を一回、或いは２回程度開閉動作させて、遊技盤面を流下する遊技球を捕捉して可変
入賞装置の入賞口（下始動口）内に導くように構成されている。
　また、アタッカー（大入賞装置）と称される可変入賞装置は、一枚扉をソレノイドによ
って前後方向へ回動させることによって入賞口を開閉する構造であり、特許文献１、２に
は、アタッカーの扉の開閉構造が開示されている。
　ところで、本出願人は、電チューに代えて新規構造の可変入賞装置を開発するべく、従
来の一対の羽根に代えて、アタッカーにおける一枚扉の開閉構造を適用することを試みて
いる。
【０００３】
　図１３は一枚扉式の開閉片を備えた可変入賞装置の構成を示す説明図である。
　この可変入賞装置１００は、図示しない遊技盤に形成された取付穴に装着されるベース
部材１０１と、ベース部材１０１の前面に開口形成された入賞口１０２を開閉するために
下部の軸支部１１０ａを回動自在に軸支された扉部材１１０と、入賞口１０２の後方にお
いてベース部材によって支持されたソレノイド１２０と、ソレノイド１２０からの駆動力
を扉部材１１０に伝達する駆動伝達部材１３０と、を概略備えている。
　扉部材１１０は、その下部後方に被作用片１１１を突設した構成を備えている。
　ソレノイド１２０は、ベース部材１０１によって固定されたソレノイド本体１２１と、
先端にフランジ部１２２ａを備え、ソレノイド本体から前後に出没自在に支持されたプラ
ンジャ１２２と、プランジャを突出方向へ付勢するコイルバネ１２３と、を備えている。
　駆動伝達部材１３０は、上部にベース部材１０１によって前後方向へ回動自在に軸支さ
れた軸支部１３１ａを備え、且つ下部に二股分岐部１３１ｂ、１３１ｃを備えたレバー１
３１と、レバー１３１の上部から前方上部へ突設されてプランジャのフランジ部１２２ａ
の前面と後面を挟み込むように二股に分岐された作用部材１３２ａと、を備えている。
【０００４】
　ソレノイド本体１２１への非通電時には、破線で示すようにコイルバネ１２３の付勢に
よってプランジャ１２２は最大限に突出するため、駆動伝達部材のレバー１３１は鎖線で
示した後方位置にあり、二股分岐部の前部１３１ｂによって被作用片１１１を後方へ引き
込むことによって扉部材１１０を破線のように閉止させる。扉部材１１０は、これを閉止
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させる方向への外力が加わらない場合には自重によって開放するようにその重量バランス
が構成されており、レバー１３１が鎖線で示した後方位置にある時には扉部材を閉止位置
に保持する役割を果たしている。
　ソレノイド本体１２１への通電時には、実線で示すようにプランジャ１２２はコイルバ
ネ１２３に抗して後方へ迅速に引っ込むため、レバー１３１は実線で示した前方位置に迅
速に移動する。上述のように扉部材は自重によって開放するように構成されているため、
二股分岐部の前部１３１ｂによって被作用片１１１を閉止位置に保持する力が失われたこ
とにより、開放方向へ回動し始め、最後には実線のように全開状態となる。被作用片１１
１は、レバー前部１３１ｂの開放開始時にレバー前部と接しながら同時に開放方向へ移動
する訳ではなく、先行して前方への移動を開始したレバー前部に遅れて開放方向へ移動を
開始する。扉部材１００の全開放角度は、被作用片１１１がレバーの前部１３１ｂと接す
ることにより所定位置に規定される。
【０００５】
　次に、図１４（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は、扉部材の下部軸支部を可変入賞装置１００の
軸穴によって支持する従来構成を示している。扉部材の下部から両側方に突出した一対の
下部軸支部（ピン）１１０ａは、ベース部材１０１の前端縁に設けた凹所１００ａ－１と
、ベース部材１０１の前面に組み付けられる前飾り１４５に設けた位置決め突起１４５ａ
とから構成される軸穴１０２内に回転自在、且つ径方向移動不能な状態で緊密に支持され
ている。即ち、軸穴１０２は、凹所１００ａ－１と、凹所内に嵌合される位置決め突起１
４５ａとの間に形成される空間であり、円筒状の下部軸支部１１０ａは軸穴１０２内で回
転自在に軸支されているが、扉部材の開閉時のガタツキ、軸穴内へのゴミの侵入を防止す
るために前後方向へは移動しないように緊密に軸支されている。具体的には、下部軸支部
の直径を３ｍｍとすれば、軸穴１０２との間の前後方向クリアランスは、左右夫々０．０
５ｍｍ（合計長０．１ｍｍ）である。
【０００６】
　ところで、従来は扉部材１１０が全開位置で停止する開放角度を、被作用片１１１をレ
バーの前部１３１ｂと接触させることによって規定していたため、プランジャの引っ込み
位置によって扉部材の全開時の開放角度が決定されることとなり、開放角度が過大となり
易く、過大となった場合には扉部材の裏面に当たって入賞口に入賞すべき遊技球が入賞で
きなくなるという事態が多発するという問題があった。また、扉部材の開放角度が部品毎
の精度誤差、部品間の組み付け誤差等に起因してバラツキを起こすという問題もあった。
　このような不具合に対処するため、従来は扉部材１１０の軸支部１１０ａと、駆動伝達
部材１３０の軸支部１３１ａを夫々支持するベース部材の内壁に図１５に示した如きスト
ッパ１４０を突設することにより、図１５（ｂ）に示した駆動伝達部材１３０の開放時に
レバー１３１の前部１３１ｂをストッパ１４０で係止して駆動伝達部材が開放する際の限
界位置を規定するようにしていた。
【０００７】
　この場合、図１５（ａ）に示した後方位置にあったプランジャ１２２がソレノイドへの
通電により迅速に引っ込むことにより、駆動伝達部材のレバー１３１は扉部材に先行して
（ｂ）に示した前方位置へ迅速に移動する。扉部材はレバーが前方へ先行して移動するこ
とにより、被作用片１１１がレバーの前部１３１ｂによる係止を解除された後で、レバー
よりも遅れて自重により開放を開始する。
　扉部材が図１５（ａ）に示した閉止状態から（ｂ）に示した全開状態に移行する際に、
扉部材の被作用片１１１が、ストッパ１４０によって前方への回動を規制されたレバーの
前部１３１ｂと接することによって扉部材の全開位置が規定されるが、ストッパ１４０に
よって前方への移動を阻止されたレバー前部１３１ｂに被作用片１１１が衝突した際に被
作用片は直ちに停止することができず扉開放時の加速によって生じた勢いが緩和されるま
でレバー前部との間でバウンドを繰り返す（図１４（ａ）（ｂ）（ｃ）を参照）。このた
め、被作用片と一体の扉部材も全開位置で直ちに静止することができずに、矢印で示した
ようにバウンドを繰り返した後に全開位置で静止していた。このように、ソレノイドの通
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電に伴うプランジャの引っ込みタイミングと、扉部材の開放動作（全開位置での静止タイ
ミング）との間にズレが生じると、扉部材が入賞口を開放したタイミングに合わせて流下
してきた遊技球が入球できなくなるため、装置に対する信頼性が低下して遊技者に不満感
、不公平感を抱かせる虞がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－３０７１０３公報
【特許文献２】特開２００９－１１６６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　以上のように一枚の扉部材の下部をベース部材によって前後方向へ回動自在に軸支する
ことによって入賞口を開閉すると共に、後方に配置したソレノイドから前後方向へ出没す
るプランジャと、プランジャによって回動させられる駆動伝達部材とによって扉部材を開
閉駆動するようにした可変入賞装置にあっては、扉部材が全開した時の開放角度を規制す
る手段として、駆動伝達部材の下部と接してその開放角度を規制するためのストッパをベ
ース部材に設けていた。しかし、このストッパは駆動伝達部材を開放位置にて係止してし
まうため、扉部材側の被作用片が駆動伝達部材の下部との間でバウンドを起こし易くなり
、扉部材が全開位置で静止するまでに時間がかかるという問題があった。この場合、バウ
ンドがなくなって全開位置で静止するまでに時間を要するために遊技球の入賞値が設計値
からズレを起こすという問題があった。
　本発明は上記に鑑みてなされたものであり、ソレノイドを駆動源として前後方向へ開閉
動作する一枚の扉部材を備えた可変入賞装置において、ソレノイドの通電によってプラン
ジャが引っ込んだ時に扉部材が開放するように構成した場合に、構成を複雑化することな
く扉部材をバウンドさせずに全開位置で静止させるようにした遊技機を提供することを目
的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明に係る遊技機は、下部軸支部を軸穴によって
回動自在に軸支されることによって自重によって開放動作する扉部材と、非通電時には前
記扉部材を閉止位置に保持する一方で、通電時には該扉部材を開放させる駆動源と、該駆
動源によって出没する出没部材の出没動作によって回動することにより扉部材を開閉動作
させる駆動伝達部材と、を備え、前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支
すると共に、閉止位置にあった該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴
内を横方向へ移動することを許容する構成を備えていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項２の発明は、遊技盤面に設けられる可変入賞装置を備えた遊技機であって、前記
可変入賞装置は、前記遊技盤面を流下する遊技球を受け入れる入賞口を前面に有すると共
に、扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支する第１のユニットと、該第１のユニットに隣
接されて前記扉部材を駆動する駆動機構を搭載した第２のユニットと、を備え、前記扉部
材は、閉止時に前記入賞口への遊技球の入球を阻止する扉本体と、該扉本体下部に設けた
前記下部軸支部と、該扉本体の下部から突出した被作用片と、を備え、且つ該下部軸支部
を中心として自重により開放方向へ付勢されており、前記第２のユニットは、前記駆動機
構を支持した状態で前記遊技盤に配置される第２のベース部材を備え、前記駆動機構は、
前記第２のベース部材により支持された駆動源本体、該駆動源本体により出没自在に支持
された出没部材、及び該出没部材を突出方向へ付勢する弾性部材を備えた駆動源と、該第
２のベース部材によって揺動自在に軸支され、上部に前記出没部材と係合する被係合部を
、下部に前記扉部材の被作用片と係合するレバーを備えた駆動伝達部材と、を備え、前記
駆動源の非作動時には前記出没部材が突出して前記被係合部を突出方向へ押圧することに



(6) JP 2013-22425 A 2013.2.4

10

20

30

40

50

よって前記レバーが前記被作用片を退避方向に回動させて前記扉部材を閉止方向へ回動さ
せ、前記駆動源の作動時には前記出没部材が退避して前記被係合部を退避方向へ移動させ
ることによって前記レバーが前記被作用片を回動させて前記扉部材を開放方向へ回動させ
、前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支すると共に、閉止位置にあった
該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支部が該軸穴内を横方向へ移動することを許
容する構成を備えていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３の発明は、遊技盤面に組み付けられる可変入賞装置を備えた遊技機であって、
前記可変入賞装置は、前記遊技盤面を流下する遊技球を受け入れる入賞口を前面に有する
前部ユニットと、該前部ユニットの後部に配置されて前記扉部材を駆動する駆動機構を搭
載した後部ユニットと、前記後部ユニット、又は／及び、前記前部ユニットに設けられて
扉部材の下部軸支部を回動自在に軸支する軸穴と、を備え、前記扉部材は、閉止時に前記
入賞口への遊技球の入球を阻止する扉本体と、該扉本体下部に設けた前記下部軸支部と、
該扉本体の下部から後方へ突出した被作用片と、を備え、且つ該下部軸支部を中心として
自重により開放方向へ付勢されており、前記後部ユニットは、前記駆動機構を支持した状
態で前記遊技盤に配置される後部ベース部材を備え、前記駆動機構は、前記後部ベース部
材により支持されたソレノイド本体、該ソレノイド本体により前方へ向けて出没自在に支
持されて前後動するプランジャ、及び該プランジャを前方へ付勢する弾性部材を備えたソ
レノイドと、該後部ベース部材によって前後方向へ揺動自在に軸支され、上部に前記プラ
ンジャと係合する被係合部を、下部に前記扉部材の被作用片と係合するレバーを備えた駆
動伝達部材と、を備え、前記ソレノイドの非励磁時には前記プランジャが前方へ突出して
前記被係合部を前方へ押圧することによって前記レバーが前記被作用片を後方に回動させ
て前記扉部材を閉止方向へ回動させ、前記ソレノイドの励磁時には前記プランジャが後方
へ退避して前記被係合部を後方へ引くことによって前記レバーが前記被作用片を前方に回
動させて前記扉部材を開放方向へ回動させ、前記軸穴は、前記扉部材の下部軸支部を回動
自在に軸支すると共に、閉止位置にあった該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部軸支
部が該軸穴内を後方、又は／及び、前方へ移動することを許容する構成を備えていること
を特徴とする。
【００１３】
　請求項４の発明は、前記後部ベース部材、或いは前記ソレノイド本体には、前記プラン
ジャの後方への退避限界位置を規定するストッパを備えており、前記ストッパは、前記プ
ランジャが後方へ退避することによって後方へ回動する前記駆動伝達部材の上部適所と接
触するように構成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ソレノイドを駆動源として前後方向へ開閉動作する一枚の扉部材を備
え、ソレノイドへの通電によってプランジャが引っ込んだ時に扉部材が開放するように構
成した可変入賞装置において、下部支軸部が軸穴内で前後方向へ進退できるように、下部
軸支部の径と軸穴との寸法関係を変更するだけの簡単な改変により、扉部材のバウンドを
効果的に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る遊技機の一例としてのパチンコ遊技機の全体正面図で
ある。
【図２】図１のパチンコ遊技機の遊技盤部分の拡大図である。
【図３】本発明の可変入賞装置を遊技盤に組み付けた状態を示す正面側斜視図である。
【図４】可変入賞装置の分解斜視図である。
【図５】可変入賞装置の一部の分解斜視図である。
【図６】（ａ）及び（ｂ）はソレノイド、駆動機構、及び扉部材の構成、動作を示す斜視
図である。
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【図７】（ａ）乃至（ｄ）はソレノイド、駆動機構による扉部材の開閉操作を示す側面図
である。
【図８】（ａ）（ｂ）及び（ｃ）はソレノイド、駆動機構、及び扉部材の構成及び動作を
示す斜視図、扉閉止時の要部側面図、及び扉開放時の要部側面図である。
【図９】（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は本発明の他の実施形態に係る扉部材のバウンド防止の
ための対策を説明する図である。
【図１０】（ａ）及び（ｂ）は扉部材の下部軸支部が軸穴内に支持されている状態を示す
前部斜視図である。
【図１１】（ａ）及び（ｂ）は後部ベース部材による扉部材の軸支構造を示す正面側斜視
図、及び前飾りの背面部の構成を示す斜視図である。
【図１２】扉閉止時に下部軸支部が軸穴の後端部に接している場合のバウンド防止の原理
を説明するための図である。
【図１３】一枚扉式の開閉片を備えた従来の可変入賞装置の構成を示す説明図である。
【図１４】（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は従来例における扉部材の下部軸支部の支持構造と、
バウンド発生の原理を示す説明図である。
【図１５】（ａ）及び（ｂ）は従来例におけるソレノイド、駆動伝達機構、扉部材の閉止
状態と開放状態を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を図面に示した実施の形態により詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態に係る遊技機の一例としてのパチンコ遊技機の全体正面図で
あり、図２は図１のパチンコ遊技機の遊技盤部分の拡大図である。
　遊技盤１の前面側には、ガラス板を支持したガラス枠２が開閉可能に取り付けられてい
る。また遊技盤１の下部には遊技球を貯留する受け皿部３と、受け皿部内の遊技球を発射
する発射レバー４が設けられている。また、受け皿部３の上面には遊技機用ボタンスイッ
チや、遊技球の購入ボタン、購入取り消しボタン（何れも図示せず）が設けられている。
　遊技盤１の裏面には、液晶画面、主制御基板とサブ制御基板等、遊技の進行、演出に関
わる裏部品を組み付けた合成樹脂製の機構板（何れも図示せず）が開閉自在に装着されて
いる。遊技盤１における遊技領域１ａの周囲には、発射レバー４を操作することにより発
射装置から発射された遊技球を遊技領域１ａの上部に案内したり、アウト口１０に案内す
る外レールＲ１、及び内レールＲ２が設けられている。
【００１７】
　遊技盤１のほぼ中央部には、中央が開口したセンター部材５が配置される。センター部
材５の内部には図柄表示装置６が配置されている。図柄表示装置６は、例えば、液晶表示
装置等の液晶表示パネルによって構成され、通常動作状態の時は、図示しない特別図柄画
像が表示される。また、いわゆる特別遊技状態の時は、特別遊技状態であることを示す演
出画像等が表示される。本例では、図柄表示装置６の前方に仮面を象った２枚の開閉片７
が横方向へ開閉自在に配置されている。
　センター部材５の中央下方には、図柄表示装置６の特別図柄を可変表示させるための可
変入賞装置１１が設けられている。図柄表示装置６の左側には、普通図柄表示装置１６に
表示される普通図柄を作動させるためのゲート１２が設けられている。また、可変入賞装
置１１の右側には、特別遊技状態の一つである大当たり状態のときに開成状態になる開閉
扉１３ａを有する大入賞装置（可変入賞装置）１３が設けられている。
　可変入賞装置１１は、図柄表示装置６を可変表示させる手段であり、入賞口（下始動口
）２１と、入賞口を開閉する一枚の扉部材３０とを備えている。
　また遊技盤１には普通入賞口１４やアウト口１０等が設けられていると共に、風車１５
や図示しない多数の遊技釘が突設されている。遊技釘は、遊技球の落下速度を遅くすると
共に、落下方向を複雑に変化させて遊技進行上の興趣を高めている。
【００１８】
　普通図柄表示装置１６に表示される普通図柄は、１個または複数個の図柄を変動表示可
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能であり、普通図柄始動口としてのゲート１２が遊技球を検出することを条件に、その図
柄が乱数制御等により所定時間可変して停止するようになっている。
　また図柄表示装置６に表示される特別図柄は、停止図柄が予め定められた図柄の組合せ
、例えば同一図柄の組合せとなった場合に大当たり状態となるように構成されている。ま
た特別図柄は可変入賞装置１１の扉部材の開成動作により遊技球が誘導される下始動口２
１において遊技球を検出することを条件に乱数制御等により表示がスクロールする等、所
定の変動パターンで所定時間変動（可変）して図柄で停止するようになっている。その際
、有効ライン上に２個の停止図柄が同一となった場合に、リーチ状態が発生し、このリー
チ状態において、有効ライン上の最後の停止図柄が既に停止している２個の図柄と同一と
なった場合に大当たり状態が発生する。なお、特別図柄としては、数字図柄、アルファベ
ット図柄、キャラクター図柄等が使用可能である。
【００１９】
　次に、図３は本発明の可変入賞装置を遊技盤に組み付けた状態を示す正面側斜視図であ
り、図４は可変入賞装置の分解斜視図であり、図５は可変入賞装置の一部の分解斜視図で
あり、図６（ａ）及び（ｂ）はソレノイド、駆動機構、及び扉部材の構成、動作を示す斜
視図であり、図７（ａ）乃至（ｄ）はソレノイド、駆動機構による扉部材の開閉操作を示
す側面図であり、図８（ａ）（ｂ）及び（ｃ）はソレノイド、駆動機構、及び扉部材の構
成及び動作を示す斜視図、扉閉止時の要部側面図、及び扉開放時の要部側面図である。
　可変入賞装置１１は、遊技盤１に形成した取付穴内に貫通した状態で組み込まれる。
　可変入賞装置１１は、前面に入賞口（下始動口）２１を有し、且つ遊技盤前部に配置さ
れる前部ユニット（第１のユニット）２０と、前部ユニット２０の後部に配置（隣接配置
）されて扉部材３０を駆動する駆動機構６０を搭載した後部ユニット（第２のユニット）
５０と、入賞口２１の下部に設けた軸穴５５により下部軸支部３２を軸支されて前後方向
へ開閉動作することにより入賞口２１を開閉する扉部材３０と、を備えている。
【００２０】
　前部ユニット（第１のユニット）２０は、前面に入賞口２１を有した下部中空部２２と
、下部中空部２２の上壁である隔壁２３を介して上方に配置され後面が開口したプランジ
ャ嵌合用の上部中空部２５とを備え、且つ扉部材３０の下部軸支部３２を回動自在に軸支
した前部ベース部材（第１のベース部材）４０を備える。前部ベース部材４０の下部中空
部２２の前面側に前飾り４２を組み付けることにより入賞口２１が形成される。前部ベー
ス部材４０の後方には入賞口２１に入球した遊技球を検知する入球検知センサ４３が配置
されている。更に、前部ベース部材４０の前面には装飾部材４５が適宜組み付けられる。
　扉部材３０は、普通図柄表示装置１６の普通図柄が所定態様で停止したときに所定時間
、開成動作するように構成されている。
　なお、下始動口としての入賞口２１の上方には上始動口２６が配置されており、下始動
口２１と上始動口２６とを一つのユニット中に配置したワンユニット形式の可変入賞装置
を構成している。
【００２１】
　上始動口２６は、遊技球が入賞したときに図示しない第１特別図柄表示器の第１特別図
柄を変動表示させる権利を発生させる。また入賞口２１は、遊技球が入賞したときに図示
しない第２特別図柄表示器の第２特別図柄を変動表示させる権利を発生させる。このため
、上始動口２６の内部には、遊技球の入球を検出する第１始動口スイッチが設けられ、入
賞口２１の内部には、遊技球の入球を検出する第２始動口スイッチ（入球検知センサ４３
）が設けられている。
　扉部材３０は、閉止時に入賞口２１への遊技球の入球を阻止するに足る形状を有した扉
本体３１と、扉本体下部の両側部に設けた下部軸支部３２と、扉本体３１の下部から後方
へ突出したアーム３３ａの先端に配置された被作用片３３と、を備えている。
　後部ユニット（第２のユニット）５０は、駆動機構６０を支持した状態で遊技盤の背面
側に配置される後部ベース部材（第２のベース部材）５１を備えている。後部ベース部材
５１は前方に位置する第１の後部ベース部材５１Ａと、後方に配置された第２の後部ベー
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ス部材５１Ｂと、から構成されている。
　なお、図示した実施形態では、第１のユニットを前部ユニット２０とし、第２のユニッ
トを後部ユニット５０としたが、両ユニットは前後位置関係で隣接する必要はなく、例え
ば上下位置関係、その他の位置関係で隣接していてもよい。
【００２２】
　駆動機構６０は、第２の後部ベース部材５１Ｂにより支持されたソレノイド本体（駆動
源本体）６２、ソレノイド本体により前方へ向けて出没自在に支持されて上部中空部内で
前後動するプランジャ（出没部材）６３、及びプランジャ６３を前方へ付勢する弾性部材
６４を備えたソレノイド（駆動源）６１と、第１の後部ベース部材５１Ａに設けた軸支部
５３によって揺動軸支部６６が前後方向へ揺動（回動）自在に軸支され、揺動軸支部６６
よりも上部にプランジャに設けたフランジ部（係合片）６３ａと係合する被係合部６７を
、揺動軸支部６６よりも下部に扉部材の被作用片３３と係合するレバー６８を備えた駆動
伝達部材６５と、を備えている。第１の後部ベース部材５１Ａの後面に第２の後部ベース
部材５１Ｂを組み付けたときに、軸支部５３内に支持された揺動軸支部６６は第２の後部
ベース部材５１Ｂ側の対応する部位に設けた部材との間に挟まれて回動自在に支持される
。
　駆動伝達部材６５は、例えば弾性を有した樹脂材料から構成する。
　プランジャ６３は、ソレノイド本体６２の前面に設けた挿通孔６２ａによって前方へ出
没自在に支持され、且つ弾性部材６４によって前方へ付勢されている。プランジャ先端の
フランジ部６３ａは駆動伝達部材６５の被係合部６７間に挟まれた状態で組み付けられる
ことにより、プランジャが出没する時の直線移動力を駆動伝達部材６５の回動力に変換す
る。ソレノイド本体６２に通電していないときには、プランジャは弾性部材によって突出
した状態とされる。
【００２３】
　ソレノイド６１の非励磁時（非通電時）にはプランジャ６３が前方へ突出して駆動伝達
部材の被係合部６７を前方へ押圧することによってレバー６８の前部６８ａが扉部材の被
作用片３３を後方に（退避方向＝閉止方向）回動させて開放状態にあった扉部材を閉止方
向へ回動させる。本例では、プランジャが図７（ａ）に示した最大突出状態にあるときに
扉部材３０が閉止状態となるように設定されている。
　一方、ソレノイド６１の励磁時（通電時）にはプランジャ６３が吸引されて後方（退避
方向）へ退避して被係合部６７を後方（開放方向）へ引くことによってレバー前部６８ａ
による被作用片３３の係止状態を解消して閉止状態にあった扉部材を開放方向へ回動させ
る。なお、扉部材は常に自重によって開放方向へ付勢されており、閉止位置にある時には
レバー前部６８ａによって同位置に保持されているに過ぎない。従って、レバーが開放方
向へ移動してレバー前部６８ａによる保持がなくなると扉部材は自重によって開放方向へ
回動し、図７（ｂ）の中間状態を経て図７（ｃ）、図８（ｃ）に示した全開位置まで回動
する。ソレノイド本体への通電によりプランジャが引っ込むことによりレバー６８が開放
方向（前方）へいち早く回動すると（図７（ｃ）の位置）、支えを失った扉部材は開放方
向へ自重によって回動を開始する。扉部材の全開位置は、先行して全開放位置に達したレ
バー前部６８ａにより規定されており、被作用片３３がレバー前部と当接した位置が全開
位置となる。
【００２４】
　図１５の従来例に示したようにベース部材側にストッパを設けてレバー前部の開放角度
を規制するように構成した場合には、ストッパによって開放方向への移動を規制されたレ
バー前部と被作用片との間でバウンドが発生した。つまり、プランジャの退避動作によっ
てレバー６８が開放方向へ先行して移動すると、扉部材３０が自重によって遅れて開放す
るが、一旦全開位置に達してから跳ね返りを起こしてバウンドを繰り返すために、全開状
態で静止するまでに時間を要するという問題があった。
　これに対して本発明では、後部ベース部材、或いはソレノイド本体に、駆動伝達部材６
５が扉部材を開放させる方向へ回動する範囲を規制するストッパ７０を設けた。ストッパ
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７０は、プランジャの後方への退避限界位置を本来の位置よりも前方に変位させた位置と
しているため、駆動伝達部材６５のレバー前部６８ａが最大限前方に回動した位置を図７
（ｃ）中に示した位置に止めることができる。つまり、ストッパ７０を設けた場合のレバ
ー前部６８ａの最前位置は、ストッパ７０が存在しない場合のレバー前部６８ａの最前位
置よりも後方に退避した位置に留まる。このため、レバー前部６８ａと接することにより
開放角度が規定される被作用片３３の位置も後方寄りとなり、扉部材３０の開放角度が過
大となることを防止できる。
【００２５】
　更に、本発明では、図１５に示した従来例のように、駆動伝達部材の下部であるレバー
前部６８ａと直接接触してその開放位置を規定する下部ストッパを設けることなく、駆動
伝達部材の上部に設けた当接部材６９を上方に設けたストッパ（上部ストッパ）７０と接
触させることにより、レバー前部の開放位置を規定している。つまり、本実施形態では、
図１５に示した下部ストッパのように開放位置にあるレバー前部を直接係止する部材が存
在しないこととなる。
　従来の下部ストッパはレバー前部が全開位置を越えてさらに開放方向へ移動することを
厳格に阻止する構造であるため、全開位置にあるレバー前部は若干であってもそれ以上は
開放方向に変位、変形することができず、そのために衝突する被作用片３３を緩衝するこ
とができなかった。一方、下部ストッパを設けない本実施形態では、開放位置にあるレバ
ー前部６８ａが弾性変形可能な状態を維持されており、しかも部品間の精度誤差、組み付
け誤差によって若干の範囲で図７（ｃ）に示した全開位置よりも更に開放方向（反時計回
り方向）へ変位することができるため、扉部材の開放時にレバー前部に衝突してくる被作
用片３３の勢いを減殺、緩衝させてバウンドの発生を防止することができる。
【００２６】
　このように本発明の実施形態では、第２の後部ベース部材５１Ｂにストッパ７０を設け
、駆動伝達部材６５の対応する上部適所に設けた当接部材６９をストッパ７０の前面と当
接可能な構成にしている。このため、扉部材３０を開放するために駆動伝達部材のレバー
６８が前方へ回動する際に当接部材６９がストッパ７０の前面と当接することにより、図
７（ｃ）中に示した全開位置以上に扉部材を開放させる方向へ回動することができなくな
る。このため、ソレノイド本体の励磁によって吸引されて後方へ退避する過程にあるプラ
ンジャ６３は、当接部材６９がストッパ７０の前面と当接した時点で後方への移動を停止
させられる。このようにストッパ７０によって駆動伝達部材の開放時の回動範囲を規制す
ることにより、扉部材の全開時の開放角度を、ストッパ７０が存在しない場合よりも小さ
くすることができる。
【００２７】
　即ち、ストッパ７０が存在しない場合には、全開時にレバー前部６８ａの内側面が図７
（ｃ）中に示した位置よりも更に開放側へ移動するために扉部材３０の全開位置が図示の
位置よりも更に拡大する。このため、扉部材の内側面が水平に近い姿勢となり、該内側面
にて弾んだ遊技球が入賞口内に入賞できない事態が増大する。
　一方、ストッパ７０を設けた場合には、全開時であってもレバー前部６８ａの内側面の
位置は図７（ｃ）（ｄ）中に示した後方位置に止まるため、扉部材３０の全開位置が実線
で示した位置に止まる。
　更に、レバー前部６８ａの開放方向への変位を直接規制する下部ストッパが存在しない
ため、レバー前部自体の弾性緩衝作用を発揮できると共に、部品精度バラツキや組付けの
バラツキによって、レバー前部が図示の全開位置を越えて若干開放方向へ変位可能となる
。このようにレバー前部の位置が全開位置よりも若干開放方向へ変位できるように構成し
たため（クッション機能を持たせたため）、扉部材の被作用片３３がレバー前部と衝突し
た時にその勢いを緩衝することができ、バウンドを発生させることなく全開位置に達した
時点で扉部材を直ちに静止させることが可能となる。
【００２８】
　なお、ストッパ７０の前方への突出量、或いは／及び、当接部材６９の後方への突出量
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を適切に調整することによって、プランジャの後方への退避限界位置と、レバー前部６８
ａの最前位置を適宜調整することができる。
　なお、ストッパ７０を、駆動伝達部材の当接部材６９と対応するソレノイド本体６２の
側部に設けても良い。
　なお、ストッパ７０と当接部材６９との接触位置Ｐ１（図７（ｃ））を、扉部材開放時
における被作用片３３とレバー前部６８ａとの接触位置Ｐ２（図７（ｃ））に対して十分
に上方に配置した点が本発明の一つの特徴である。即ち、接触位置Ｐ１が、揺動軸支部６
６を間に挟んで接触位置Ｐ２よりも十分に離間した上方位置にあることにより、接触位置
Ｐ２における被作用片３３とレバー前部６８ａとの衝突により発生するエネルギーを、駆
動伝達部材のレバー６８、揺動軸支部６６を経てストッパ７０に伝搬させて吸収緩和（バ
ウンド防止）することができる。
【００２９】
　換言すればレバーの開放方向限界位置を定めるストッパ７０を上部に設けることにより
、被作用片３３とレバー前部６８ａとの接触位置Ｐ２と、ストッパ７０と当接部材６９と
の接触位置Ｐ１との間の距離が十分に長くなるために、被作用片３３とレバー前部との衝
突による衝撃が接触位置Ｐ１に達するまでに駆動伝達部材等の介在部品によって十分に吸
収緩和される。
　また、上記実施形態では、ソレノイド（駆動源）のプランジャ（出没部材）を前後方向
へ出没させることにより、駆動伝達部材、及び扉部材を開閉動作させる構成としたがこれ
は一例に過ぎず、プランジャをソレノイド本体から斜め方向（斜め上下方向、斜め横方向
等々）に出没させることによって、これらの部材を開閉動作させるように構成してもよい
。つまり、出没部材の出没方向は実施形態に限定されるものではない。
【００３０】
　次に、図９（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は本発明の他の実施形態に係る扉部材のバウンド防
止のための対策を説明する図であり、図１０（ａ）及び（ｂ）は扉部材の下部軸支部が軸
穴内に支持されている状態を示す前部斜視図であり、図１１（ａ）及び（ｂ）は後部ベー
ス部材による扉部材の軸支構造を示す正面側斜視図、及び前飾りの背面部の構成を示す斜
視図である。なお、図７中の該当箇所を併せて参照しながら説明する。
　なお、前記実施形態と同一部分には同一符号を付して説明する。
　扉部材３０の下部側面から夫々突設された２つの下部軸支部３２は、前部ユニット２０
と後部ユニット５０とに跨って設けた２つの軸穴５５によって夫々回動自在に軸支されて
いる。各軸穴５５は後部ベース部材５１の開口部５４の対向する２つの内側壁の前端縁に
夫々設けた２つの凹所５６と、各凹所５６内に前方から嵌合して軸穴５５を形成する嵌合
突起４２ａと、から構成される。嵌合突起４２ａは、図１１（ｂ）に示すように本例では
前飾り４２の後部に突設されている。
【００３１】
　前部ユニット２０の対向する２つの内側壁に夫々設けた凹所２７は、各凹所５６と整合
する位置関係にあり、前部ユニットと後部ユニットを組み付けた際に各凹所５６が各凹所
２７と整合（連通）した状態となり、この状態で前飾り側の突起４２ａを凹所２７、５６
内に嵌合させて凹所５６の前部開口を閉止することにより、前後方向（横方向）が閉ざさ
れた軸穴５５が形成される。
　軸穴５５は、円筒状の下部軸支部３２を収容して回動自在に支持できるようにその上下
幅が設定されていると共に、所定の範囲内で下部軸支部３２が軸穴内で後方、又は／及び
、前方へ移動できるように下部軸支部３２の直径よりも前後方向（横方向）寸法が長く設
定されている。
　厳密に言えば、軸穴５５内で下部軸支部３２を回動自在に軸支する限りは、下部軸支部
と、その前後方向にある軸穴内壁との間に僅かなクリアランスがある。具体的には、例え
ば下部軸支部の直径を３ｍｍとした場合に、前後方向クリアランスは０．１（０．０５×
２）ｍｍ程度である。しかし、この程度の僅かなクリアランスでは、扉部材の全開時のバ
ウンドを解消する程度に下部軸支部を前後方向へ進退させることはできない。
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【００３２】
　本発明では、扉部材が全開位置に達した時に発生するバウンドを解消できる程度に、下
部軸支部が前後方向（横方向）へ進退するように軸穴５５の前後方向長を大きく設定した
点が特徴的である。具体的には、下部軸支部と軸穴の内壁との間の前後方向クリアランス
を、下部軸支部の直径の１／１０～１／４の範囲に設定するのが好ましい。
　更に具体的には下部軸支部の直径が３ｍｍであるとすれば、下部軸支部と軸穴との間の
前後方向ギャップは、０．３～０．７５ｍｍの範囲とする。但し、クリアランスが大きす
ぎる場合にはそこにゴミが詰まり易くなり、扉部材の開閉性能を低下させる原因となるた
め、例えば０．３ｍｍ程度に設定するのが好ましい。
【００３３】
　このように下部軸支部３２が軸穴５５内で前後方向へ進退可能に構成されていることに
よって、閉止位置にあった扉部材が開放して被作用片３３がレバー前部６８ａの内側面に
接した後は、下部軸支部はレバー前部６８ａの内側面によって支持された被作用片３３を
回動中心とし、且つアーム３３ａの長さを半径として円弧状の経路に沿って前後方向へ揺
動することが可能となる。
　即ち、閉止位置にあった扉部材が全開位置に達したときに被作用片３３がレバー前部６
８ａと接触してバウンドを起こす代わりに、下部軸支部３２が被作用片３３を中心とした
半径で軸穴５５内を前後動することによりバウンドを起こす原因となるエネルギーを吸収
緩和する。より正確には、図９（ｂ）（ｃ）に示すように、扉部材は、被作用片３３とレ
バー前部６８ａとの接触位置Ｐ２を回動中心とし、且つ接触位置Ｐ２と下部支持軸３２の
中心点までの距離ｒを半径として、前後方向へ若干変位する。
【００３４】
　なお、軸穴５５（凹所５６）の形状は、被作用片３３とレバー前部６８ａとの接触位置
Ｐ２を揺動中心とし、且つ接触位置Ｐ２と下部支持軸３２の中心点までの距離ｒを半径と
した円弧状であることが理想であるが、下部軸支部３２の直径が３ｍｍ程度であり、且つ
軸穴内における可動範囲Ｌが０．３ｍｍ程度と短いため、前後方向に直線状に延びる軸穴
形状としても下部軸支部の動作上支障はない。しかも、金型により前部ベース部材５１Ａ
を成形する際に、凹所５６が直線状である方がアンダーカット処理の問題が生じないため
便利である。即ち、凹所５６が接触位置Ｐ２を中心とした湾曲形状である場合には、凹所
５６を有した部材を金型により射出成形する際の型抜き方向が前後方向であると、凹所が
アンダーカットとなり、型抜きが難しくなるからである。
【００３５】
　図９に示した例では、扉部材の閉止時に軸穴５５内における下部軸支部３２の位置が軸
穴の前部（嵌合突起４２ａの後端面）に接しているものとして説明したが、この場合には
扉部材の全開時に被作用片３３とレバー前部６８ａとの衝突による応力を、下部軸支部が
軸穴内で後方へ移動して軸穴の後部に当たってから前方へ復帰するように往復動作するこ
とにより、緩和することができる。
　つまり、扉部材の閉止時に軸穴５５の前端部に下部軸支部が位置している場合には、扉
部材の開放時の勢いによって下部軸支部は軸穴の前端部から一旦後方へ向けて移動してか
ら、直ちに前方へ復帰する。即ち、扉部材が開放方向へ自重によって回動する場合には、
下部軸支部は図９（ｂ）に示すように時計回り方向へ回動するが、この時に発生する扉部
材にバウンドをもたらす原因となる過大な加速を下部軸支部が後方→前方へ往復移動する
ことによって吸収緩和する。
　本発明者が高速度カメラを用いて扉部材の開閉動作を観察したところ、下部軸支部が軸
穴内で往復動作することによって、扉部材のバウンドが解消されていることが確認されて
いる。
【００３６】
　なお、扉部材が閉止している時における下部軸支部３２の軸穴５５内における前後方向
停止位置は一定しておらず、軸穴の前端部と接する前端位置の他に、軸穴の後端部と接す
る後端位置、或いは軸穴の前後方向中間位置もあり得る。
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　扉部材の閉止時に下部軸支部が軸穴の中間位置にある場合には、下部軸支部は一旦後方
へ移動してから前方へ移動することにより、扉部材にバウンドをもたらす原因となる過大
な加速を解消することができる。
　また、扉部材の閉止時に下部軸支部が軸穴の後端位置にある場合（図１２の状態）には
、扉部材の開放時の勢いによって下部軸支部は軸穴の後端部から一旦前方へ向けて移動し
てから直ちに後方へ復帰する。即ち、扉部材が開放方向へ自重によって回動する場合には
、下部軸支部は時計回り方向へ回動するが、この時に発生する扉部材にバウンドをもたら
す原因となる過大な加速を下部軸支部が前方→後方へ往復移動することによって吸収緩和
することができる。この場合は、被作用片がレバー前部と衝突することによって扉部材を
閉止方向へバウンドさせようとする力が発生するが、この力は下部軸支部が軸穴内を前方
へ移動してから後方へ復帰する力に変換されることによって解消される。
【００３７】
　このように本実施形態における扉部材の軸支構造にあっては、下部軸支部３２を軸穴５
５によって回動自在に軸支されることによって自重によって開放動作する扉部材３０と、
通電時には扉部材を閉止位置に保持する一方で、非通電時には該扉部材を開放させるソレ
ノイド６１と、ソレノイドのプランジャの出没によって回動することにより扉部材を開閉
動作させる駆動伝達部材６５（レバー６８）と、を備え、軸穴は、扉部材の下部軸支部を
回動自在に軸支すると共に、閉止位置にあった該扉部材が開放方向へ回動する際に該下部
軸支部が該軸穴内を後方、又は／及び、前方（横方向＝衝撃緩和方向）へ移動することを
許容する構成を備えている。このため、被作用片がレバー前部と衝突することによって発
生する扉部材を閉止方向へバウンドさせようとする力を効果的に解消し、バウンドをなく
することができる。
【００３８】
　従来のように下部軸支部と軸穴内壁とのクリアランスが僅少であるために下部軸支部の
逃げ場がない場合には、扉部材の開放時に下部軸支部は回転する以外の挙動はできなかっ
た。その結果、扉部材がバウンドを発生させていた。これに対して本発明にあっては、下
部軸支部が軸穴内を前後方向へ進退できる（逃げ場がある）ので、扉の開放時に回転する
だけでなく前後方向へ移動することができ、バウンドを発生させる原因となる力を分散、
解消することができる。
　なお、本発明の扉部材の開閉機構の構造は、図示説明した可変入賞装置１１のみならず
、大入賞装置（可変入賞装置）１３の開閉扉１３ａ、その他の入賞装置の扉にも適用する
ことができる。
【符号の説明】
【００３９】
１…遊技盤、１ａ…遊技領域、３…皿部、４…発射レバー、５…センター部材、７…開閉
片、１０…アウト口、１１…可変入賞装置、１２…ゲート、１３ａ…開閉扉、１４…普通
入賞口、１５…風車、１６…普通図柄表示装置、２０…前部ユニット、２１…入賞口、２
２…下部中空部、２３…隔壁、２４…凹所、２４Ｆ…前端縁、２４ａ…内前壁、２４ｂ…
凹所底面、２５…上部中空部、３０…扉部材、３１…扉本体、３２…下部軸支部、３３…
被作用片、４０…前部ベース部材、４２…前飾り、４２ａ…嵌合突起、４３…入球検知セ
ンサ、４５…装飾部材、５０…後部ユニット、５１…後部ベース部材、５１Ａ…後部ベー
ス部材、５１Ｂ…後部ベース部材、５３…軸支部、５５…軸穴、６０…駆動機構、６１…
ソレノイド（駆動源）、６２…ソレノイド本体（駆動源本体）、６２ａ…挿通孔、６３…
プランジャ（出没部材）、６３ａ…フランジ部、６４…弾性部材、６５…駆動伝達部材、
６６…揺動軸支部、６７…被係合部、６８…レバー、６８ａ…前部、６８ａ｀…内面、６
８ｂ…後部、７０…ストッパ
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